
行
 
 
雄
 
 

大
 
 
泉
 
 

ア
ル
ブ
レ
ッ
ド
。
マ
ー
シ
ャ
ル
（
心
外
四
二
－
完
二
囚
）
 
 

∵
 
 

偉
人
に
撃
を
起
し
た
る
我
々
は
、
再
び
偉
人
に
筆
を
欄
く
（
著
者
は
ス
ミ
ス
に
始
り
マ
ー
シ
ャ
ル
に
結
ぶ
が
故
に
斯
く
云
ひ
し
な
 
 

り
…
…
…
評
者
註
）
。
富
に
琴
し
英
国
経
済
単
著
な
る
語
を
鋏
き
意
味
に
解
す
る
な
ら
ば
、
ア
ル
フ
レ
ツ
ド
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
英
国
経
 
 

済
蓼
者
中
最
も
偉
大
な
る
人
で
あ
る
。
蓋
し
、
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
は
砕
格
蘭
人
で
あ
り
、
デ
ゲ
イ
．
ツ
ド
買
カ
ー
ド
ー
は
衛
太
人
だ
か
 
 

ら
で
あ
る
。
人
は
つ
れ
ヰ
l
t
l
な
る
ま
ゝ
に
、
英
蘭
土
人
、
蘇
格
土
人
、
狗
太
人
の
比
校
を
し
て
打
ち
興
ず
る
が
、
斯
か
る
比
蚊
は
殆
 
 

ん
ど
益
無
き
尊
で
あ
る
。
ネ
ル
ソ
ン
は
木
造
艦
隊
を
指
挿
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
現
代
の
将
帥
は
甲
餓
艦
隊
を
統
禦
し
な
 
 

け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
㌣
ネ
ル
ソ
ン
は
鵬
登
の
臍
航
艇
、
〓
盤
の
航
重
機
、
劇
暁
の
水
笛
艇
さ
へ
持
た
な
か
っ
た
。
近
代
の
大
砲
に
比
す
れ
 
 

ぽ
、
彼
の
大
砲
は
基
気
鋳
砲
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
彼
の
問
題
は
、
今
日
の
将
帥
が
取
扱
ふ
も
の
よ
り
も
造
か
に
革
純
で
あ
つ
た
。
我
 
 

等
は
ネ
ル
ソ
ン
が
今
日
の
問
題
を
如
何
に
取
扱
ふ
か
は
知
ら
な
い
。
知
ら
ず
し
て
偽
、
我
等
は
ネ
ル
ソ
ン
を
目
し
て
蓋
世
の
海
勝
た
 
 

ジ
エ
○
エ
ス
●
ミ
か
†
こ
′
か
フ
レ
肋
／
ド
●
マ
ー
シ
ャ
ル
 
 

ジ
エ
●
エ
ス
●
ミ
ル
ヾ
J
ア
ル
フ
レ
ツ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
 
（
二
）
 
 

（
一
大
一
）
 
五
九
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第
四
谷
 
第
二
醗
 
 

（
一
六
こ
）
 
六
〇
 
 

り
と
の
確
信
を
有
っ
て
居
る
。
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
は
恰
も
ネ
ル
ソ
ン
の
如
く
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
現
代
の
倍
大
な
る
握
滑
の
如
し
。
去
乍
 
 

此
の
比
較
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
と
つ
て
精
々
不
足
で
あ
る
。
言
は
ゞ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
自
ら
運
輸
す
る
賠
そ
の
も
の
～
幾
分
を
設
計
L
 
 

た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
を
熟
知
す
る
人
々
は
力
況
し
て
富
ふ
、
若
し
現
代
経
臍
蓼
が
複
雑
な
る
械
闘
に
比
較
し
得
る
な
ら
ば
、
 
 

そ
れ
を
設
計
し
た
老
は
マ
ー
シ
ャ
ル
で
あ
る
。
少
く
と
も
彼
は
、
造
か
に
軍
純
な
型
の
機
関
か
ら
畿
達
せ
し
め
た
老
で
あ
る
。
叉
著
 
 

し
近
世
経
済
麺
が
、
何
よ
り
も
兜
づ
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
方
法
手
段
の
糾
合
せ
か
ら
成
る
諭
珂
組
織
な
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
法
手
段
 
 

中
の
最
も
償
倍
あ
る
も
の
は
マ
ー
シ
ャ
ル
の
仕
事
場
で
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
。
彼
は
偉
大
な
る
造
兵
の
作
り
手
で
あ
り
而
 
 

も
汲
も
偉
大
な
る
も
の
1
一
人
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
而
も
筒
、
、
ネ
ル
ソ
ン
は
依
然
ネ
ル
ソ
ン
た
り
、
ア
ダ
ム
具
ミ
ス
は
今
侍
ア
 
 

ダ
ム
・
ス
、
・
、
ス
で
あ
つ
て
、
我
が
偉
大
な
る
軒
輿
着
ヒ
ユ
ー
ム
の
友
人
で
あ
り
同
輩
で
あ
り
、
叉
英
国
歴
史
家
中
の
大
建
物
エ
ド
マ
 
 

ン
ド
・
ギ
ボ
ン
の
同
輩
且
つ
知
友
な
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
マ
ー
シ
ャ
ル
と
興
り
、
そ
の
時
代
の
偉
人
に
互
し
て
生
活
し
活
動
し
た
。
 
 

二
者
は
幾
多
の
鮎
で
差
異
訂
示
し
て
居
る
が
ヤ
然
し
侍
¶
鮎
に
於
て
共
通
性
を
有
つ
。
そ
れ
は
二
者
共
に
天
才
で
あ
り
、
各
自
の
経
 
 

験
と
教
養
と
は
、
二
者
を
し
て
其
の
時
代
の
簸
大
経
済
畢
者
た
ら
し
め
ん
た
め
に
計
丑
的
に
行
は
れ
た
る
が
如
く
見
ゆ
る
こ
と
之
で
 
 

あ
る
○
 
 
 

現
代
の
経
済
革
者
は
才
能
の
人
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
っ
彼
は
数
箪
を
知
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
マ
ト
シ
ヤ
ル
は
膠
れ
た
る
敬
啓
着
で
あ
 
 

っ
駕
彼
は
歴
史
を
知
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
膠
れ
た
る
歴
史
家
で
あ
つ
た
。
人
類
全
史
を
通
じ
て
、
島
噸
園
を
提
供
せ
 
 

る
鮎
で
比
類
稀
れ
な
る
へ
！
ゲ
ル
の
歴
史
哲
畢
に
彼
は
魚
ふ
夙
が
大
で
あ
つ
た
。
彼
は
叉
猫
逸
歴
史
塾
派
の
喝
塾
の
探
き
貢
献
に
負
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ふ
朗
大
で
あ
つ
挺
。
彼
が
ブ
リ
ス
ト
ル
で
、
「
開
富
の
∴
要
素
と
し
て
の
水
」
な
る
題
下
に
講
演
し
た
時
に
も
、
そ
の
豊
富
恵
る
歴
史
 
 

家
た
る
の
面
目
を
示
し
て
居
る
。
叉
、
彼
が
其
の
著
「
産
柴
貿
易
論
」
の
初
め
数
行
を
啓
く
時
、
′
川
見
す
れ
ぼ
単
な
る
思
ひ
付
き
の
様
 
 

な
形
で
、
之
ま
で
何
び
と
も
鮭
稗
史
の
確
乎
た
る
把
捉
な
き
こ
と
真
一
昆
表
し
て
居
る
。
経
済
螢
者
は
哲
革
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 

之
に
よ
つ
て
思
想
の
鳥
噸
租
を
把
へ
、
劇
科
挙
が
他
の
科
挙
に
如
何
旦
関
連
す
る
や
を
知
牒
得
る
か
ら
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
 
 

叫
八
六
八
年
覇
逸
に
行
っ
て
居
る
故
に
、
恐
ら
く
カ
ン
ト
を
原
文
で
讃
む
こ
と
を
習
得
し
た
で
あ
ら
う
（
、
誰
一
人
、
最
も
深
く
し
∴
 
 

て
、
最
も
神
秘
的
な
る
人
生
問
題
に
直
面
さ
せ
ら
れ
ず
し
て
カ
ン
ト
を
試
み
待
な
い
。
カ
ン
ト
は
、
近
代
の
敢
大
恩
想
家
（
且
つ
最
 
 

も
難
解
な
る
）
の
唯
一
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
云
っ
て
居
る
「
余
の
鰯
導
老
女
る
カ
ン
ト
、
余
が
之
ま
で
敬
愛
せ
る
唯
一
 
 

人
の
人
」
と
。
放
て
叉
、
経
済
笹
者
は
、
汎
ゆ
る
大
運
動
、
殊
に
そ
の
時
代
の
政
治
的
、
産
業
的
運
動
に
接
濁
し
て
行
か
ね
ぼ
・
な
ら
 
 

ぬ
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
「
労
働
者
の
指
導
者
」
と
親
交
あ
り
、
協
同
組
合
運
動
に
興
味
を
看
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
保
護
政
党
制
虔
も
之
を
研
 
 

究
し
た
。
彼
は
ミ
ル
と
同
じ
く
公
共
心
に
富
み
、
労
働
者
階
級
の
叫
帽
祉
の
た
め
に
熱
烈
に
貢
献
し
た
。
こ
の
事
は
彼
が
劇
八
七
三
年
 
 

か
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
大
挙
の
リ
フ
ォ
ー
ム
。
ク
ラ
ブ
で
朗
読
し
た
「
労
働
者
階
級
の
滞
米
」
と
題
す
る
崇
高
な
る
妄
が
嘗
謹
し
て
居
る
。
 
 

ピ
グ
ー
教
授
日
く
「
マ
ー
シ
ャ
ル
は
嘗
っ
て
自
分
ぬ
向
つ
て
云
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
自
分
は
若
か
っ
た
頃
、
工
場
で
行
は
れ
る
放
べ
 
 

て
の
機
械
作
柴
の
大
綱
を
愈
得
せ
ん
と
決
心
し
駕
そ
の
後
工
場
を
訪
問
し
た
時
に
は
、
自
分
は
数
分
間
労
働
者
を
凝
硯
す
る
こ
と
に
 
 

よ
つ
て
各
革
働
者
の
選
っ
て
居
る
貨
銀
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
此
の
推
定
が
、
著
し
く
雷
ら
な
か
っ
た
時
は
、
必
 
 

す
そ
こ
に
或
る
特
別
の
事
情
が
存
在
し
た
」
と
。
彼
が
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
濁
り
努
働
者
に
就
て
の
み
で
は
な
か
つ
駕
王
立
労
 
 

ジ
エ
●
エ
ス
●
ミ
ル
†
こ
′
か
ブ
レ
ッ
ド
○
マ
ー
シ
ャ
ル
 
 

（
一
六
三
）
 
六
】
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第
四
金
 
策
二
沸
 
 

（
一
六
凹
）
 
六
こ
 
 

働
黍
良
禽
の
任
務
が
彼
に
興
味
洗
く
感
ぜ
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
こ
れ
が
彼
を
労
働
者
の
雇
主
と
按
偶
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
つ
た
 
 

の
だ
（
－
 
 
 

最
後
に
偉
大
な
る
経
臍
革
宥
は
自
己
の
思
想
の
正
確
な
る
表
現
を
な
し
得
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
文
筆
の
人
と
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
は
 
 

ミ
ル
及
び
ス
ミ
ス
と
並
び
稲
せ
ら
れ
る
。
尤
も
彼
の
文
鰭
が
不
朽
嬰
額
で
あ
る
と
云
ふ
は
事
茸
で
あ
る
。
青
年
に
と
つ
て
彼
の
著
作
 
 

は
、
恰
も
鮫
の
如
く
、
し
＼
つ
か
り
掴
ん
で
る
と
思
っ
て
る
人
々
の
措
か
ら
逃
げ
て
行
く
。
唯
、
彼
の
論
議
に
裁
て
、
鳩
車
石
批
判
分
 
 

析
を
な
し
、
彼
の
富
尭
を
解
諭
せ
ん
と
す
る
人
－
我
等
は
之
以
上
に
車
扱
せ
る
経
済
層
入
間
苔
の
な
き
こ
と
を
個
人
的
経
験
よ
り
 
 

確
言
し
得
る
ー
、
そ
の
人
の
み
が
、
彼
の
推
理
の
水
も
漏
ら
さ
ぬ
ぼ
か
り
に
組
立
て
ら
れ
、
そ
の
思
想
を
汲
も
完
全
に
表
現
す
べ
 
 

き
言
葉
を
撰
揺
す
る
彼
の
カ
の
如
何
に
鷲
欺
に
佑
す
る
か
を
塗
見
す
る
の
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
諦
観
の
人
と
し
て
は
人
気
あ
る
 
 

方
で
は
な
か
つ
た
。
こ
の
鮎
で
は
同
時
代
の
、
ケ
ル
ゲ
イ
ン
卿
に
相
通
ふ
。
蓋
し
二
堅
畢
生
比
、
各
種
の
試
験
を
パ
ス
す
る
に
役
立
 
 

●
 
っ
様
な
も
の
を
彼
の
講
義
か
ら
求
め
る
こ
と
が
殆
ん
ど
出
奔
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
エ
ド
ワ
ー
ド
○
ケ
ヤ
ー
ド
が
倫
理
串
及
 
 

び
哲
塾
の
教
授
を
、
各
大
挙
に
供
給
し
た
決
れ
に
も
俊
つ
て
、
経
済
蓼
の
教
授
を
各
大
串
に
供
給
す
る
役
目
を
し
た
の
で
あ
つ
た
。
 
 

彼
の
名
響
こ
そ
は
世
界
的
で
あ
る
。
十
九
世
紀
及
び
二
十
世
紀
の
経
済
箪
々
徒
に
と
つ
て
、
彼
は
最
大
の
教
師
で
あ
つ
た
。
我
等
は
 
 

彼
の
成
し
途
げ
た
も
の
は
之
を
知
る
が
、
彼
が
向
後
成
就
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
他
の
人
々
に
残
し
て
行
け
る
庵
の
に
就
て
は
単
 
 

に
推
量
し
得
る
に
過
ぎ
ぬ
。
然
れ
ど
も
、
今
日
に
於
て
狗
、
我
等
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
後
、
彼
を
以
て
 
ー
 
リ
カ
ー
ド
一
に
放
て
 
 

は
論
あ
る
で
あ
ら
う
か
ら
別
と
ト
て
1
陸
離
畢
界
の
故
大
方
人
と
な
す
に
躊
躇
し
な
い
虻
彼
は
ア
ダ
ム
●
ス
ミ
ス
の
単
な
る
機
承
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者
以
上
に
出
る
も
の
と
見
ら
る
べ
く
、
あ
る
鮎
で
は
彼
は
ス
ミ
ス
と
同
地
位
に
立
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。
 
 

こ
 
 

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
●
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
一
八
川
二
年
∩
官
h
a
ヨ
に
生
れ
た
。
∩
一
a
p
h
a
ヨ
は
嘗
っ
て
は
所
謂
隔
音
波
左
以
て
堅
く
結
ば
れ
 
 

て
居
っ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
父
も
亦
、
此
の
宗
沃
に
心
か
ら
打
込
ん
で
居
宅
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
大
挙
に
螢
ぶ
に
及
び
、
マ
ー
シ
ャ
ル
 
 

は
之
ま
で
教
へ
込
ま
れ
た
鶏
多
の
猫
断
論
の
信
奉
を
拗
発
し
た
。
然
し
「
宗
教
的
」
な
る
語
を
最
も
旗
く
且
つ
莫
然
と
用
ゆ
る
な
ら
ば
 
 

彼
は
常
監
不
敬
的
な
人
で
あ
つ
た
。
彼
は
間
も
な
く
、
他
人
を
自
分
の
考
へ
方
に
「
改
宗
」
せ
し
め
ん
と
す
る
こ
と
は
止
め
た
け
れ
ど
 
 

も
、
基
替
歌
思
想
の
下
に
生
活
す
る
こ
と
ー
即
ち
穿
き
天
職
の
念
を
持
つ
こ
と
ば
決
し
て
止
め
な
か
っ
た
。
彼
に
と
つ
て
経
済
螢
洩
 
 

る
も
の
は
、
単
な
る
智
的
努
力
の
世
界
で
は
な
く
て
、
之
に
依
り
て
同
胞
に
奉
仕
し
得
ペ
き
手
段
な
の
で
あ
つ
た
。
ジ
エ
グ
ォ
ン
ス
 
 

と
興
り
、
彼
は
此
の
世
に
於
て
「
力
強
き
尊
者
」
た
ら
ん
と
す
る
こ
と
を
決
し
て
公
言
し
な
か
っ
た
け
れ
ぜ
も
、
そ
の
希
望
は
彼
の
脳
 
 

裡
よ
り
離
れ
な
か
っ
た
。
彼
が
初
め
て
教
育
を
う
け
た
看
c
ト
a
コ
＝
a
y
－
O
r
S
u
S
c
h
0
0
1
で
は
、
「
彼
は
数
畢
の
天
才
で
あ
つ
空
と
鵬
教
 
 

師
は
談
っ
て
居
る
。
此
の
畢
校
か
ら
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
に
進
み
、
こ
ゝ
で
は
優
等
生
の
第
二
席
を
占
め
た
。
か
く
し
て
∵
八
六
五
年
に
 
 

は
S
：
O
h
コ
W
s
C
O
＝
e
笥
の
講
師
に
な
つ
た
。
彼
は
叉
短
期
間
、
〔
1
苦
コ
∩
。
l
l
e
笥
の
数
単
数
師
を
し
た
が
、
間
も
な
く
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
 
 

に
踵
へ
り
、
数
畢
俊
等
試
験
に
準
備
中
の
畢
生
を
指
導
し
た
。
常
時
披
薩
、
物
理
畢
の
研
究
に
没
頭
せ
ん
と
欲
し
た
の
で
あ
つ
た
が
 
 

グ
ロ
ー
ト
○
ク
ラ
ブ
な
る
討
論
禽
に
加
入
し
た
研
か
ら
、
常
時
、
思
想
家
達
の
精
紳
修
養
と
な
つ
て
居
た
帥
拳
上
の
論
議
に
興
味
を
 
 

汐
エ
●
エ
ス
●
ミ
ル
†
こ
J
か
ブ
レ
ッ
ド
●
マ
ー
シ
ャ
ル
 
 

（
一
六
五
）
 
六
三
 
 

l遽   
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第
四
谷
 
第
こ
披
 
 

（
二
ハ
六
）
 
六
四
 
 

持
つ
人
々
に
倉
ひ
、
彼
は
哲
革
を
読
ま
ん
と
決
心
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
暫
く
弼
逸
で
過
し
、
カ
ン
ト
を
研
究
し
た
ら
し
い
。
然
れ
 
 

共
、
形
而
上
箪
の
迷
路
に
立
っ
て
、
心
行
く
ぼ
か
り
の
満
足
を
求
め
待
な
か
っ
た
彼
は
、
倫
鞘
単
に
立
ち
鐘
へ
っ
た
。
然
る
に
間
も
 
 

な
く
山
友
人
が
、
若
し
彼
に
し
て
経
滑
車
の
智
識
む
若
干
有
つ
な
ら
ば
、
日
常
生
活
に
於
け
る
人
間
行
動
を
取
扱
ふ
科
蓼
即
ち
倫
通
 
 

草
の
研
究
は
、
こ
揮
発
金
と
な
る
だ
ら
う
と
暗
示
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
彼
は
や
が
て
人
間
行
動
の
理
論
研
究
を
中
止
し
た
っ
彼
は
 
 

自
ら
経
済
革
の
領
域
に
立
入
る
を
以
て
、
軍
な
る
寄
り
道
と
考
へ
、
「
純
粋
思
索
の
社
旗
に
叫
日
も
卑
く
立
ち
か
へ
る
こ
と
」
を
心
待
 
 

ち
し
た
。
「
然
れ
ど
も
、
余
は
、
経
臍
笹
を
究
め
行
け
ぼ
行
く
程
、
余
が
必
嬰
と
す
る
智
誠
に
比
較
し
て
、
余
が
有
す
る
経
済
塾
の
智
 
 

識
は
愈
々
璃
薄
な
る
様
に
思
は
れ
た
。
而
し
て
今
や
、
そ
れ
の
み
に
約
五
十
年
も
専
念
し
た
後
に
於
て
、
余
は
蘭
研
究
の
雷
初
に
於
 
 

け
る
よ
り
も
更
に
無
智
な
る
こ
と
を
白
魔
す
る
」
と
彼
は
後
年
に
庖
っ
て
談
っ
て
居
る
。
（
叫
九
一
七
年
）
。
一
八
六
八
年
に
、
彼
は
 
 

S
t
・
」
。
h
コ
｝
s
C
。
－
茸
e
で
将
帥
料
率
の
講
義
を
し
二
八
七
七
年
ま
で
披
い
た
、
彼
は
休
暇
を
ア
ル
プ
ス
で
過
し
努
ざ
～
で
、
彼
の
最
鴇
 
 

有
名
な
猫
眉
的
理
論
が
考
へ
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
叫
八
七
五
年
に
退
座
に
よ
つ
て
ア
メ
リ
カ
に
遊
ん
だ
ぐ
彼
低
速
く
東
 
 

部
ま
で
凝
七
サ
ツ
．
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
も
行
き
、
エ
ー
ル
犬
鷲
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
火
車
の
経
臍
拳
教
授
連
に
も
合
っ
た
が
、
多
く
庭
 
 

嘗
柴
家
と
時
を
過
ご
L
た
。
徽
は
記
し
て
る
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ヤ
で
、
私
は
保
護
主
義
の
領
袖
建
と
長
い
間
話
し
た
。
そ
し
て
、
 
 

そ
の
人
々
が
私
に
読
む
や
う
に
と
推
賞
し
て
く
れ
た
二
、
三
の
書
物
生
絹
む
と
同
時
に
、
私
は
今
こ
そ
自
分
が
其
の
人
々
の
立
場
を
 
 

全
く
了
解
し
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。
自
分
は
、
現
在
も
亦
之
ま
で
も
、
自
分
と
同
じ
こ
と
を
晋
作
得
た
英
国
人
は
…
人
 
 

も
な
れ
と
侶
す
る
」
と
■
U
ケ
ー
ン
ズ
教
授
は
我
々
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
此
の
訪
間
の
結
裁
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
今
泉
閣
の
来
る
べ
き
繁
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



発
を
期
待
し
、
そ
の
原
因
及
び
行
く
べ
き
方
向
を
知
り
得
た
」
と
明
草
し
た
こ
と
を
骨
げ
て
居
る
。
 
 
 

叫
八
七
七
年
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
N
e
w
コ
h
a
ヨ
∩
。
＝
e
笥
の
一
女
教
師
と
結
婚
し
た
が
、
彼
女
の
才
能
と
不
断
の
注
意
と
に
は
、
彼
は
四
 
 
 

十
七
年
の
悶
絶
ヘ
ザ
其
の
負
ふ
桝
を
増
し
て
行
っ
た
。
結
婚
後
直
ち
に
、
紋
は
ブ
リ
ス
ト
ル
に
行
き
苧
君
r
s
茸
∩
〇
l
l
e
笥
の
初
代
螢
 
 
 

長
と
な
つ
、
た
。
彼
は
経
済
螢
の
講
義
は
悦
ん
だ
が
、
事
務
の
施
政
的
方
面
は
好
ま
ず
、
新
設
大
審
の
校
長
に
必
要
な
、
富
豪
の
益
捕
 
 
 

的
同
情
を
喚
び
起
す
様
な
手
腕
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
は
な
か
つ
た
。
…
八
八
二
重
、
L
O
W
e
t
什
の
力
に
よ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
 
 
 

B
a
H
巨
C
。
ニ
e
笥
講
師
に
撰
ぼ
れ
、
印
度
民
政
官
候
補
生
の
た
め
に
経
臍
輿
論
紬
と
な
つ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
 
 

ル
は
拳
闊
や
あ
り
、
成
功
で
あ
つ
た
が
、
一
八
八
五
年
両
月
に
な
つ
て
、
経
済
単
教
授
と
し
て
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
に
立
ち
か
へ
り
、
一
 
 
 

九
〇
八
年
蜜
で
在
職
し
た
。
山
九
〇
八
年
か
ら
山
九
二
四
年
に
他
界
す
る
ま
で
、
彼
は
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
に
住
ん
で
居
た
。
 
 
 

マ
ー
シ
ャ
ル
は
二
個
の
記
念
碑
を
作
っ
て
居
る
一
。
叫
つ
は
二
八
九
〇
年
に
「
英
幽
離
臍
拳
骨
建
設
の
提
案
」
を
教
表
し
た
こ
と
で
、
 
 

そ
の
結
英
は
R
。
y
a
－
E
c
。
コ
。
ヨ
i
c
S
。
∩
茸
の
設
立
と
な
つ
た
。
そ
の
二
は
、
γ
九
〇
三
年
に
、
ケ
仏
ブ
リ
ウ
ヂ
の
経
済
学
々
位
試
験
が
 
 

猫
宜
し
、
政
治
科
挙
の
諸
分
科
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
溺
で
あ
る
。
之
に
は
主
と
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
が
興
っ
て
力
あ
つ
た
。
ケ
 
 

ー
ン
ズ
は
云
っ
て
ゐ
る
「
形
式
の
上
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
革
流
離
臍
拳
の
麺
試
着
で
あ
つ
た
」
叉
「
マ
ー
シ
ャ
ル
が
 
 

今
日
の
英
幽
経
臍
拳
の
父
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
著
作
に
よ
つ
て
よ
り
も
、
寧
ろ
そ
の
門
弟
に
よ
つ
て
劃
盾
着
る
し
と
と
。
 
 
 

「
若
し
余
が
、
幾
人
か
の
脊
年
率
徒
を
し
て
、
来
る
べ
き
時
代
の
経
済
問
題
を
把
鹿
せ
L
め
る
様
に
助
力
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
 
 

そ
、
余
が
之
ま
で
自
ら
残
し
得
た
何
れ
の
も
の
に
も
立
ち
優
つ
て
肝
婁
な
も
の
で
あ
る
」
。
之
．
マ
ー
シ
ャ
ル
が
其
の
生
誕
八
十
年
に
 
 

汐
エ
○
エ
ス
●
ミ
か
ミ
ア
レ
フ
レ
ル
／
ド
●
マ
ー
ジ
ャ
か
 
 

（
】
大
セ
）
 
六
五
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〓
六
八
）
 
空
ハ
 
 

第
四
谷
 
第
二
兢
 
 

際
し
、
R
O
y
a
－
E
（
。
コ
○
ヨ
首
S
O
C
i
e
t
y
よ
り
献
ぜ
ら
れ
た
る
軌
群
に
答
へ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
之
は
定
に
尤
も
な
寄
で
あ
ら
う
。
向
 
 

時
に
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
更
に
二
偶
の
永
遠
的
慣
倦
あ
る
記
念
砕
を
痩
し
た
．
。
第
一
は
彼
が
政
府
要
員
脅
に
提
出
し
た
る
諸
解
答
で
奉
 
 

る
0
 
 
 

イ
、
山
人
八
六
年
、
「
通
貨
と
物
偵
と
の
問
題
に
封
す
る
解
答
」
。
之
は
R
O
y
a
－
n
O
ヨ
…
訂
s
叫
。
コ
。
コ
t
h
e
ロ
e
p
r
e
s
s
i
。
コ
。
f
↓
r
a
d
e
に
よ
 
 

っ
て
流
布
せ
し
め
ら
れ
た
。
 
 
 

ロ
、
こ
の
翌
年
G
O
－
d
a
コ
d
S
ニ
く
e
r
C
O
ヨ
ヨ
訂
s
す
に
封
し
て
詮
方
を
拉
供
し
雲
そ
の
印
刷
さ
れ
軋
も
の
は
、
六
段
牛
に
渡
甘
、
彼
の
 

皮
剥
訊
問
報
骨
は
八
十
三
東
に
及
ん
で
ゐ
る
）
 
 

カ
ラ
ム
 
 
 

ハ
、
山
八
九
五
年
、
R
O
y
a
－
n
O
m
ヨ
姿
U
コ
○
コ
叶
h
e
茸
e
d
P
0
0
r
に
謹
接
を
提
出
し
た
。
そ
の
調
査
報
督
は
、
凶
十
三
段
に
渡
っ
て
 
 

居
る
。
 
 

ニ
、
仙
八
九
九
年
、
l
コ
d
訂
コ
n
u
r
r
e
コ
C
y
n
O
ヨ
ヨ
i
t
t
e
e
に
謹
左
を
提
出
す
。
調
査
記
織
墜
二
十
四
段
に
渡
る
。
 
 

ホ
、
同
年
、
彼
は
「
国
税
及
び
地
方
税
の
分
類
と
辟
着
に
閲
す
る
覚
書
」
を
提
出
し
た
。
 
 
 

へ
、
山
九
〇
八
年
に
は
、
「
国
際
貿
易
の
財
政
々
策
に
関
す
る
覚
書
」
を
提
出
も
 
 
 

第
二
に
彼
の
主
た
る
著
作
は
、
天
人
と
協
働
し
て
物
し
た
る
「
産
兼
好
臍
蓼
」
、
「
経
済
笹
原
理
」
（
一
八
九
〇
年
）
、
「
産
業
経
済
蓼
 
 

綱
要
」
（
一
八
九
二
年
）
、
「
産
業
貿
易
論
ヒ
九
一
九
年
）
、
「
貨
幣
、
信
用
及
び
商
業
」
（
叫
九
二
三
年
）
で
あ
る
。
 
 
 

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
少
く
と
も
四
十
年
以
前
に
到
達
し
た
幾
多
の
見
解
を
ぼ
、
何
故
、
晩
年
近
く
な
る
ま
で
せ
に
公
表
す
る
を
見
合
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せ
た
か
は
二
つ
の
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
し
に
興
味
あ
る
議
書
は
ケ
ー
ン
ズ
の
周
到
な
る
論
議
に
就
て
見
ら
れ
よ
。
 
 

三
 
 

ダ
ス
タ
ー
フ
・
カ
ツ
セ
ル
日
く
「
古
典
放
経
済
寧
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
述
作
に
よ
つ
て
、
其
の
故
高
完
成
の
域
に
達
し
、
最
も
新
ら
 
 

し
き
諸
思
想
を
綜
合
し
て
居
る
」
と
。
こ
の
叙
述
を
数
街
す
る
に
先
立
ち
、
又
マ
ー
シ
ャ
ル
の
経
済
単
に
判
す
る
特
殊
な
る
買
献
を
 
 

研
穿
す
る
に
鬼
瓦
ち
、
比
較
的
山
般
的
性
質
を
有
す
る
二
、
三
の
鮎
に
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
 
 

第
∵
に
、
何
び
と
1
雄
も
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
適
作
を
閲
読
す
る
に
常
り
、
其
の
智
識
の
贋
汎
な
る
に
鷲
欲
せ
ざ
る
は
な
い
。
我
等
 
 

が
彼
の
著
書
の
仙
つ
を
取
り
其
の
索
引
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
数
百
人
の
氏
名
衣
を
頚
施
す
る
。
之
等
氏
名
の
各
々
は
二
番
の
 
 

書
物
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
に
は
数
巻
を
表
は
す
も
の
な
る
こ
と
を
我
等
は
知
っ
て
ゐ
る
。
我
等
は
叉
政
府
報
骨
寧
、
雑
誌
 
 

及
百
科
全
書
に
表
は
れ
た
る
論
文
の
数
限
り
な
く
参
照
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
知
り
、
か
く
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
英
図
鑑
臍
単
著
 
 

申
の
最
大
額
蓼
で
あ
り
、
筍
く
も
彼
の
論
題
に
何
等
か
関
連
を
有
つ
も
の
は
放
べ
て
之
を
読
破
し
た
と
い
ふ
感
じ
を
、
我
等
の
脳
裡
 
 

に
愈
々
弛
め
る
の
で
あ
る
。
此
の
、
恰
も
手
袋
の
如
く
手
軽
に
身
に
つ
け
て
る
繚
識
が
、
多
年
研
究
の
結
果
を
ば
、
一
聯
の
賓
句
の
 
 

中
将
放
め
し
め
た
も
の
な
の
セ
あ
る
。
二
他
の
簡
単
な
る
馨
句
が
ー
ー
鹿
等
は
此
の
如
き
も
の
を
数
打
も
引
用
し
得
る
が
圭
我
等
 
 

の
云
は
ん
と
欲
す
る
朗
を
詮
く
役
目
を
す
る
で
あ
ら
う
。
「
通
俗
の
膝
史
は
工
場
柑
代
以
前
の
民
稟
の
困
窮
を
軽
班
t
て
居
る
」
。
「
共
 
 
 

闘
に
於
け
る
諸
費
明
の
主
た
る
特
質
は
、
其
の
天
才
的
な
る
鮎
に
は
な
し
っ
」
彼
は
詞
書
に
よ
る
智
識
と
等
し
く
、
叉
商
工
業
の
嘗
際
 
 

ジ
土
●
エ
ス
●
ミ
少
子
こ
′
ル
フ
レ
ツ
ド
●
マ
ー
シ
ャ
ル
 
 

（
↓
六
九
）
・
六
七
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（
一
七
〇
）
 
六
八
 
 

第
四
－
巻
 
第
三
舵
 
 

に
閥
す
る
智
識
の
所
有
者
で
あ
つ
た
。
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
以
後
の
粧
臍
単
著
に
し
て
、
現
賓
の
世
界
に
封
し
、
か
く
も
贋
大
な
る
智
識
 
 

を
有
し
、
エ
場
及
び
事
務
所
の
生
活
に
閲
す
、
る
貰
際
的
細
目
に
、
か
く
も
拭
き
興
味
を
抱
い
た
著
者
は
一
人
も
な
か
つ
た
。
ア
ダ
ム
．
 
 

ス
ミ
ス
と
同
じ
く
、
彼
の
脳
裡
に
は
事
賛
が
棄
濁
さ
れ
て
あ
つ
た
。
 
 
 

第
二
に
、
他
人
の
才
能
を
認
め
、
そ
の
東
蹟
を
賞
翫
す
る
こ
と
の
速
か
な
る
．
彼
に
優
る
者
は
未
だ
全
く
存
在
し
な
い
。
彼
の
著
 
 

書
は
「
堂
々
た
る
」
と
か
「
剖
時
代
的
」
と
か
の
賛
辞
を
以
て
か
ざ
ら
れ
て
る
。
此
の
こ
と
が
、
彼
の
ジ
エ
グ
ォ
ン
ス
「
純
嘩
経
済
塾
」
を
 
 

峻
厳
に
紹
諭
し
た
こ
と
を
明
か
な
ら
し
め
て
居
る
。
蓋
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
心
裡
に
は
、
該
告
が
リ
カ
ー
ド
ー
及
び
ミ
ル
を
其
の
正
 
 

常
な
る
償
借
以
下
に
取
扱
っ
て
居
る
せ
思
は
れ
た
か
ら
で
あ
る
っ
眈
に
明
か
に
せ
る
如
く
此
の
書
の
中
で
（
著
者
は
第
五
馨
で
ジ
エ
 
 

ヴ
，
オ
ン
ス
を
論
じ
居
る
な
り
…
…
謬
潜
誌
）
、
ジ
エ
グ
ォ
ン
ス
は
、
経
済
箪
の
改
革
的
鱒
論
を
綴
供
せ
ん
と
試
み
牽
－
－
彼
は
之
を
前
 
 

人
末
梢
の
境
地
と
考
へ
た
の
で
あ
つ
た
マ
マ
ー
シ
ヤ
ル
は
そ
の
評
論
を
結
ぶ
に
、
次
の
如
き
難
語
の
冨
を
以
て
し
て
居
る
。
「
我
々
の
 
 

璽
叫
に
あ
る
番
は
、
そ
の
中
よ
り
教
塾
を
除
き
、
樹
液
の
み
留
め
し
な
ら
ん
に
は
良
き
も
の
と
な
り
し
な
ら
ん
」
と
。
ず
つ
と
俄
に
 
 

空
つ
で
彼
は
こ
の
評
論
に
つ
い
て
奉
っ
て
居
る
「
リ
カ
ー
．
ド
ー
は
何
等
敷
革
的
素
養
の
助
け
を
倍
ら
す
に
、
最
も
把
捉
し
難
き
数
攣
 
 

的
推
理
の
過
経
を
通
過
し
て
、
自
分
の
方
向
を
進
め
た
其
の
天
才
は
、
誠
に
彼
を
し
て
我
が
英
雄
の
一
人
た
ら
し
む
る
も
の
で
あ
つ
 
 

た
。
さ
れ
ば
、
余
の
リ
カ
ー
ド
一
に
封
す
る
年
若
き
誠
賛
は
、
ジ
ュ
グ
ォ
ン
ス
の
苔
を
よ
ん
だ
時
に
湧
き
立
っ
た
の
で
あ
つ
た
」
と
。
 
 

彼
は
自
ら
熟
達
の
士
た
り
し
が
故
に
、
他
人
の
熟
達
を
栴
賛
し
冤
彼
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
就
て
云
つ
冤
「
彼
は
こ
の
書
を
十
重
 

に
成
し
途
げ
て
る
が
故
に
、
後
代
の
人
々
は
、
何
等
大
な
る
附
加
を
な
さ
な
か
っ
た
。
唯
彼
等
は
幾
多
の
修
正
を
加
へ
、
料
率
的
濃
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系
を
輿
へ
牽
に
す
ぎ
ぬ
」
と
。
 
 

ヽ
t
 
 
 

ス
マ
ー
ト
円
く
「
経
歯
車
窟
の
申
に
蜂
、
少
く
と
も
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
ま
で
測
っ
て
知
る
桝
の
一
個
の
了
解
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
 
 

経
済
蓼
並
に
経
済
拳
的
論
議
で
は
、
産
業
界
の
通
常
用
語
は
、
其
の
産
柴
界
で
叫
般
に
意
味
す
る
通
り
に
用
ふ
べ
き
で
あ
る
と
云
ふ
 
 

事
で
あ
る
」
叉
鎮
い
て
「
幾
多
の
鮎
に
於
て
、
こ
れ
は
弊
害
と
な
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
」
と
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
及
び
 
 

ミ
ル
の
偉
大
な
る
英
国
侍
統
に
鹿
つ
て
居
る
。
之
－
1
彼
が
経
済
輿
の
国
表
的
取
扱
の
建
設
者
で
は
あ
る
が
1
其
の
国
表
の
大
多
 
 

数
を
附
鋒
一
に
追
ひ
や
っ
て
る
甥
由
の
十
つ
で
あ
る
。
「
経
臍
箪
の
難
問
に
つ
き
、
之
を
激
箪
的
推
挽
に
よ
つ
て
、
自
己
の
脳
裡
に
統
制
 
 

す
る
時
、
／
始
め
て
数
畢
を
捨
て
、
一
般
人
に
理
解
せ
ら
れ
る
育
英
で
、
そ
の
云
は
ん
と
す
る
朋
を
表
現
す
る
こ
と
が
汲
も
良
き
こ
と
 
 

を
知
を
。
」
か
く
て
我
等
は
之
豪
知
る
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
言
葉
の
仝
意
義
を
把
擬
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
、
何
び
と
1
雄
．
も
、
そ
れ
を
 
 

再
三
再
四
反
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
著
し
充
分
な
る
犠
牲
を
彿
ふ
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
時
は
、
彼
が
云
は
ん
と
す
る
桝
を
了
解
し
 
 
 

得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
。
 
 
 

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
自
著
の
標
語
と
し
て
、
或
る
合
啓
近
富
む
律
言
を
挟
ぶ
の
が
常
で
あ
つ
た
。
「
経
済
串
原
珪
」
の
標
語
は
「
自
然
 
 

は
飛
躍
せ
す
」
と
い
ふ
。
冨
ふ
心
は
、
経
済
的
進
化
は
、
そ
の
数
限
り
な
き
行
程
に
於
て
、
漸
次
的
且
つ
間
断
な
き
も
の
で
あ
る
と
 
 

い
ふ
に
在
る
。
「
産
業
貿
易
諭
」
の
標
語
は
、
「
二
則
ち
多
、
多
則
ち
こ
と
い
ふ
。
蓋
し
彼
自
身
そ
の
序
文
に
云
っ
て
ゐ
る
「
夫
れ
′
ん
＼
 
 

の
産
業
及
び
経
臍
制
度
の
作
出
に
、
幾
多
の
傾
向
が
之
ま
で
あ
ら
は
れ
た
…
・
・
′
他
方
に
叉
、
大
多
数
の
重
安
な
る
傾
向
は
何
れ
も
、
 
 

諸
條
件
 
－
 
そ
の
傑
件
の
下
で
之
が
作
用
す
る
の
で
あ
る
 
一
 
に
よ
．
つ
て
、
甚
だ
し
く
欒
化
せ
し
め
ら
れ
る
が
故
に
、
そ
の
徹
底
的
 
 

ジ
エ
●
エ
ス
●
ミ
か
ぜ
7
ル
ブ
レ
ッ
ド
●
マ
ー
ク
ヤ
ル
 
 

（
一
七
こ
 
六
九
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（
】
七
二
）
 
七
C
 
 

弔
四
笹
 
井
こ
粥
 

研
究
の
た
め
に
は
、
多
数
の
寄
賓
の
分
野
に
行
き
渡
る
こ
と
が
必
勢
で
あ
る
」
と
。
更
に
彼
が
－
庶
も
公
に
は
用
ひ
な
か
つ
た
が
、
 
 

も
鵬
つ
の
標
語
が
あ
り
、
等
し
く
彼
の
脳
裡
を
離
れ
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
、
「
人
は
汎
ゆ
る
串
物
の
尺
度
な
り
」
と
。
窮
局
に
於
 
 

て
経
絡
畢
は
人
間
研
究
で
あ
る
。
ピ
グ
ー
教
授
略
言
ふ
「
さ
れ
ば
、
彼
に
と
つ
て
経
済
箪
は
、
倫
理
塾
の
侍
女
で
あ
り
、
そ
れ
自
餞
 

目
的
で
は
な
く
、
更
に
高
速
な
る
目
的
へ
の
手
段
で
あ
つ
て
、
そ
の
完
成
に
よ
つ
て
、
人
間
生
活
を
山
啓
良
く
な
ら
し
め
得
る
手
段
 
 

な
の
で
あ
る
。
」
エ
ツ
ヂ
ウ
オ
ー
ス
は
日
ふ
「
袋
銀
論
に
於
け
る
マ
ー
シ
ャ
ル
の
成
功
は
、
主
と
し
て
彼
が
貸
鉄
労
働
者
に
封
し
て
抱
 
 

け
る
同
情
に
因
る
。
彼
自
身
の
比
喩
の
山
つ
を
用
ふ
る
な
ら
ば
、
彼
の
産
業
生
満
研
究
は
『
将
棋
を
遊
ぶ
人
が
、
そ
の
失
ふ
桂
馬
や
 
 

歩
に
欺
息
を
も
ら
さ
ぬ
様
な
や
り
方
』
で
は
な
か
つ
た
。
」
「
余
は
最
琴
宇
五
年
間
貸
窮
問
題
に
努
力
し
た
。
而
し
て
之
に
関
連
な
き
 
 

研
究
に
鳩
く
し
た
朋
は
極
く
極
く
倍
少
で
あ
る
」
と
被
は
（
一
八
九
三
年
）
老
年
貧
民
佐
相
す
る
王
立
委
員
脅
の
席
上
で
、
自
ら
誇
擁
 
 

立
て
1
る
a
 
 
 

我
々
は
今
や
、
侍
詳
細
に
マ
ー
シ
ャ
ル
が
経
済
蓼
研
究
方
法
上
に
労
し
た
大
攣
革
に
つ
い
て
考
察
す
べ
き
時
に
な
つ
ね
。
臍
く
声
 
 

っ
て
、
我
等
は
そ
れ
が
二
つ
あ
る
こ
と
を
云
払
得
る
。
第
一
に
、
彼
は
純
理
粧
臍
拳
の
領
域
内
に
て
、
「
歴
史
蓼
派
」
の
敷
設
を
正
常
 
 

に
理
解
し
た
最
初
の
人
で
あ
つ
た
。
第
二
に
、
彼
は
、
英
音
別
次
の
異
説
と
ジ
ュ
グ
ォ
ン
ス
及
び
塊
太
利
率
況
の
絶
と
を
調
和
す
る
 
 

低
値
理
論
に
到
達
し
た
。
換
言
す
れ
ぼ
、
生
産
諭
の
研
究
か
ら
出
畿
し
て
到
達
せ
る
偵
倍
観
念
と
、
消
費
論
の
研
究
か
ら
出
敬
し
て
 

接
待
せ
る
慣
倍
概
念
と
を
調
和
せ
る
最
一
初
の
人
で
あ
つ
た
。
 
 

我
等
は
マ
ー
シ
ャ
ル
が
ヘ
ー
ゲ
ル
を
読
む
こ
と
に
よ
つ
て
洗
き
影
響
を
う
け
た
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
扮
て
、
ヘ
ー
ゲ
る
は
バ
リ
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オ
ル
大
挙
の
校
長
が
云
へ
る
如
く
「
十
九
世
紀
の
偉
大
な
る
歴
史
的
研
究
方
法
の
建
設
者
で
、
す
べ
て
の
赦
食
草
的
研
究
は
、
今
日
 
 

之
に
従
っ
て
る
の
で
あ
る
ぺ
放
べ
て
此
の
種
の
研
究
の
著
し
い
特
徴
は
そ
の
制
度
を
、
夫
れ
夫
れ
の
歴
史
の
光
明
の
下
に
認
識
せ
ん
 
 

と
不
断
の
努
力
、
即
ち
進
化
の
信
念
に
在
り
と
せ
ら
る
～
に
至
っ
た
こ
と
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
力
に
侠
つ
の
で
あ
る
。
此
の
m
心
想
は
順
次
 
 

人
間
研
究
の
仙
部
聞
か
ら
他
の
部
問
へ
と
應
用
せ
ら
れ
、
そ
の
時
代
を
支
配
し
た
の
で
あ
つ
た
」
 
 
 

マ
ー
シ
ャ
ル
は
常
に
攣
ら
す
「
畿
達
」
又
は
「
進
化
」
の
思
想
を
利
用
す
る
。
彼
は
更
に
叫
歩
を
進
め
る
。
鷲
沢
英
国
経
済
単
著
は
、
 
 

人
間
を
ば
主
と
し
て
心
嘩
嬰
的
立
場
か
ら
眺
め
た
。
彼
等
は
「
経
臍
人
」
を
論
じ
、
之
を
以
て
、
そ
の
時
代
に
於
け
る
と
同
じ
く
、
あ
 
 

ら
ゆ
る
時
代
に
不
欒
に
存
在
す
る
も
の
と
恨
定
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
最
も
冷
淡
な
粗
摸
さ
で
ベ
ン
ザ
ム
に
裁
て
云
ふ
「
彼
は
近
代
の
 
 

店
主
、
殊
に
共
闘
の
店
主
を
ば
常
人
と
考
へ
た
の
だ
」
と
。
「
ス
ミ
ス
畢
沢
」
と
自
ら
名
附
け
た
此
の
畢
詮
を
攻
撃
し
た
褐
逸
経
済
単
著
 
 

の
山
大
笹
沢
は
、
仙
時
代
の
政
令
状
態
の
分
析
が
、
そ
の
ま
ゝ
他
の
時
代
に
常
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
コ
ム
 
 

ト
の
影
響
の
下
に
、
ミ
ル
は
之
を
感
得
し
た
が
、
眞
に
我
等
の
親
祭
し
た
如
く
彼
は
、
十
八
世
紀
の
英
．
図
心
理
単
に
よ
る
人
間
観
と
 
 

十
九
世
紀
の
進
化
拳
詮
に
よ
る
人
間
観
と
を
調
和
せ
し
む
る
こ
と
に
成
功
し
な
か
っ
た
。
然
る
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
懲
派
共
闘
経
 
 

済
畢
者
の
見
解
に
食
ま
る
1
眞
埋
と
、
猫
遊
歴
変
革
沢
の
人
々
の
所
詮
が
撤
す
る
眞
理
と
を
等
し
く
公
平
に
取
扱
っ
た
。
彼
の
裡
に
 
 

我
等
は
踵
刑
法
及
び
演
繹
法
の
功
績
が
結
合
さ
れ
て
居
る
の
を
見
る
。
扱
が
「
鵬
則
ち
参
、
多
則
ち
こ
な
る
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
た
る
 
 

こ
と
は
、
ま
L
意
味
顛
き
で
は
な
い
。
 
 
 

第
二
に
、
放
べ
て
の
経
済
単
の
教
科
書
の
著
者
が
自
ら
力
説
せ
ざ
る
を
得
な
い
如
く
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
鷲
沢
経
臍
単
著
の
教
詮
 
 

汐
エ
●
エ
ス
●
ミ
ル
ク
こ
′
か
ブ
レ
ッ
ド
●
マ
ー
ジ
ャ
ル
 
 

（
、
一
七
三
）
 
七
一
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弟
四
谷
 
奔
こ
坊
 
 

（
一
．
七
凹
）
 
▲
セ
こ
 
 

と
、
ジ
エ
ヴ
オ
ン
ス
及
び
朋
謂
喚
太
利
率
次
の
人
々
の
見
解
と
を
公
平
に
取
扱
っ
た
最
初
の
人
で
あ
つ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
に
と
つ
て
 
 

は
ジ
エ
グ
ォ
ン
ス
は
、
サ
カ
ー
ド
ー
の
如
く
一
方
に
偏
し
て
居
り
、
リ
カ
ー
ド
ー
以
上
に
間
柄
で
あ
つ
た
。
「
努
力
」
と
「
慾
望
」
と
は
 
 

調
和
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
ロ
に
す
る
 

る
ぐ
英
問
畢
派
は
、
償
砥
が
生
産
に
費
さ
れ
た
る
努
力
に
依
存
す
る
と
主
張
し
、
喚
太
利
畢
派
は
、
慣
値
が
買
手
に
よ
つ
て
感
ぜ
ら
 
 

れ
る
慾
望
の
度
合
に
依
存
す
る
と
答
へ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
麓
系
の
申
で
、
．
初
め
て
、
之
等
相
統
率
す
る
諸
詮
の
眞
埋
を
平
等
に
取
 
 

扱
っ
た
の
で
あ
つ
た
。
二
者
は
展
理
の
一
両
で
あ
る
。
鋏
が
物
を
切
る
時
、
上
の
匁
が
切
る
の
か
、
そ
れ
と
も
下
の
双
が
切
る
の
か
 
 

と
問
ふ
の
は
鉦
…
意
義
で
あ
る
。
 
 
 

ケ
ー
ン
ズ
氏
は
、
貸
飽
政
論
に
封
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
の
偉
大
な
る
貢
献
を
明
記
し
て
居
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
が
経
臍
輿
を
豊
富
な
ら
 
 

し
め
た
締
着
な
る
諸
思
想
に
つ
い
て
は
、
同
じ
杵
威
が
明
記
し
て
る
朗
を
顧
み
る
に
如
く
も
の
は
な
い
。
我
等
は
以
下
罫
に
之
を
指
 
 

摘
す
る
に
止
め
る
・
ト
・
・
，
。
 
 

1
S
u
b
s
t
i
t
u
t
i
O
コ
a
ニ
h
e
 
m
a
r
鼠
コ
（
℃
r
ぎ
c
首
】
e
s
）
B
K
－
く
√
n
P
¶
X
i
．
P
a
r
．
∽
）
 
 
 

2
 
↓
h
e
e
方
ヨ
e
コ
t
O
ニ
i
ヨ
e
 
O
r
 
a
f
a
c
t
O
r
ぎ
e
c
O
コ
○
ヨ
首
a
コ
a
官
s
．
（
E
c
O
コ
○
ヨ
i
c
s
O
〓
u
d
u
s
叶
「
y
、
n
P
ル
＜
－
N
N
0
0
1
N
ぃ
ぃ
）
 
 
 

3
 
β
亡
a
S
i
l
R
e
コ
t
－
a
P
P
l
訂
d
 
t
O
 
C
a
P
i
t
a
－
こ
b
．
u
豊
）
－
a
b
O
u
r
（
i
b
●
用
0
0
0
0
－
u
）
b
u
s
i
コ
e
S
S
（
i
b
、
u
l
N
－
u
、
u
u
u
I
全
－
u
0
0
3
 
 

レ
ン
一
々
ア
ー
ザ
ィ
．
レ
ン
ー
 
 

地
代
と
準
地
代
と
を
償
別
す
る
こ
と
に
就
て
エ
ツ
ヂ
ウ
オ
ー
ス
は
冨
ふ
「
こ
の
置
別
は
憩
ら
く
、
地
代
諭
そ
の
も
の
1
 
 

敬
見
と
同
じ
く
霞
要
な
こ
と
を
許
す
る
で
あ
ら
う
山
と
。
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4
 
R
甘
蒜
S
e
コ
t
a
t
i
く
e
F
i
－
ヨ
バ
E
c
O
コ
○
∃
i
c
s
O
〓
コ
d
u
s
t
卓
P
P
・
N
8
｝
N
】
心
）
 
 
 

5
 
〔
○
コ
S
u
ヨ
e
r
S
R
e
コ
t
（
E
c
O
コ
○
ヨ
i
c
s
O
f
】
コ
d
u
s
t
学
監
－
N
台
－
り
）
 
 
 

6
 
苫
。
コ
e
七
（
E
n
O
コ
○
ヨ
i
c
s
O
f
h
d
u
s
t
r
y
、
N
彗
－
り
）
 
 
 

7
 
E
】
a
s
t
i
c
茸
O
f
d
e
ヨ
a
コ
d
（
E
c
O
コ
○
ヨ
i
c
O
f
h
d
u
s
t
r
y
、
0
0
e
 
 
 

8
 
E
x
t
e
「
コ
a
－
a
コ
d
】
コ
t
e
r
h
a
l
E
c
O
コ
○
ヨ
i
c
s
（
［
c
O
己
ヨ
首
s
b
〓
コ
d
亡
S
t
r
y
こ
8
）
 
 
 

ピ
グ
1
日
く
「
準
地
代
、
代
表
的
営
業
、
外
部
的
経
洒
、
内
部
的
経
臍
、
給
費
者
除
剰
、
需
要
の
伸
縮
性
等
の
言
葉
に
食
ま
る
ゝ
 
 

概
念
を
以
て
、
彼
は
之
ま
で
知
ら
れ
て
居
た
も
の
と
は
別
個
の
も
の
を
構
成
し
た
。
恰
も
、
近
代
の
樺
銅
串
が
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
 
 

の
ロ
ケ
ッ
ト
（
R
O
C
k
e
t
）
と
異
な
る
が
如
く
で
あ
る
。
彼
が
卓
越
せ
る
鮎
は
、
慣
借
一
般
の
分
析
忙
あ
れ
、
貨
鞄
の
分
析
に
あ
れ
、
或
 
 

は
国
際
貿
易
の
分
析
に
あ
れ
、
此
の
種
の
構
成
に
存
す
る
。
彼
は
熟
練
あ
る
不
撹
の
道
具
使
用
者
な
り
し
が
故
に
、
叉
道
具
の
製
作
 
 

者
と
し
て
、
英
閉
経
臍
蓼
者
中
唯
仙
人
、
ス
ミ
ス
及
び
リ
カ
ー
ド
ー
の
仲
間
入
り
を
し
、
之
と
眉
を
並
べ
て
居
る
の
で
あ
る
」
と
。
 
 

（
路
）
 
 

ダ
エ
■
エ
ス
○
ミ
ル
モ
ア
、
ル
ブ
レ
ッ
ド
●
マ
ー
シ
ャ
ル
 
 

（
】
七
玉
）
 
七
三
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